


このたびは、コンタックス RX をお買い上げいたださ 
ありがとラございまず。 

この力六ラは、絞り佳ホオー h 、 シャッター佳先オー h 、 
プ□グラ厶オー h などの西出制御機能をちつ、マルチモ 
ード対応の AE —眼レフカ/ラでず。あらたに、フアイ 
ンダー内にデジタル.フォーカス-インジケーター機能 
を採用ずることじより、ピン h 合わせが容易に行えるよ 
ラになりました。また、力六ラをご自分に合った作動内 
容にずることがで去る"カスタム機能"を搭 M し、使い 
やずさを追ホしていまず。さらに、ス h □ボオ ー h セッ 
K 機能を備えた当社 TLA スト□ボと組み合わせると、 

力六ラでセッ h したフイルム感度、絞り値が自動的にス 
h □ボにもセットされまず。 

ご使用になる前にこの取巧説明丢をよくお読みいたださ、 
正しい取り扱いで末永くご愛用ください。 

この取扱説明書の説明内容は、マルチモード巧応のプラナー T ♦ 

加 mmFI .4 ( MM ) 付で巧っていますが、他のカールツアイス 
交換レンズを装着した場合も特に記載ザない限り使巧方法は同 
じでず。 
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この取扱説明まは、図のよラじしで各部のを称とおらし合わせ 
で読むことがでさます。 








A •己-巳レバー 


視度調整つまみ 
經出補正ダイヤル 
ドライブモードのり曾えダイヤル 
測光の0曾えレバー 
ダウンボタン- 
ア 、ンプ ボタン 

表示パネル 
^インスイ'ンチ 

シヤ、ッターボタン 

巧出チェックボタン 

レンズ目ヌりはずしポタン 

たルフタイ7 — LED 

バッテ I 」一室カバーガイドピン ー] 



各部の名称 

アク tz サリーシュー 
専用ス h □ボ連動接点 
ダイレク hX 接点 
- シャッタースピードダイヤル 

。茲出モード切り替えレバー 
- 吊り環 

— レンズ樹票 

スクリーン交換つめ 


絞0込わポタン 
































ストラツプの取り巧けかた(標準装備) 


図じならつで取り巧けでくださし、。 



アイカ、ソプ F - 5の取り付け(標準装備) 


図のよラに取り付けでください。 









































各部のち柿 . 

巧おの早わか0 (オート巧出保帛 ミ) 
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レンスの取り巧け..'取りはずし . 9 

軍池の入れかた . 10 

バッテリーチェック電;也の巧換時期電池お扱い上の ま; 音 

メインスイッチ . 13 

ファインター巧表示および表示パネル . W 

視度調おのしかた . 17 

フィルムの入れかた . 18 

フィルム感度のた、ントおよび確詔のしかた . ？日 

巧 出モード切り替えレバー . 

巧 出チェックボタン . 2 d 

シャッタースヒードタイヤル . ‘？3 

ドライブモードな]0曾えダイヤル . ？6 

ピントの合わせかた . ？目 

ノタル’ フ:' 〜又. インン-——ターと 

ヴリーンちゾシっンご-;妾，、 . ?9 

カメラの谓えかた .3 d 

フィルムの巻戻し . 3 巳 


巧 出モードの選が . 37 

被り巧巧オート} i お （ Av ) . 38 

シャッター巧巧オート祐較 （ Tv ) . 39 

プ□グラムオ ー K 报影 （ P ) . 41 

マニュアル 巧 出庙お （ M ). の 

バルブ南 於 （ B ) . d/j 

測光方式 . 化 

巧 出の補正 . の 

①巧出補正タイヤルの利用 


目次 


曾 AE □ックの利用 

◎A •日-巳质が （3 コマ連続自勧巧出補正） 

スト□ボ报彩 . 日/! 

TTL ダイレクト測光じよる;振吊ミ 

TLA スト□ボしソ外の X 接点を利用した他のスト□ボじよる播影 

多重な出报斬 . 郎 

たルフタイマー巧お . 6? 


カスタム機能一 II 表 . 的 

カスタム槐能のた、ントのしかた . 閒 

グリーンポジションの上手な使いかた . 祁 

曰巧け•時刻の写し込み . 71 

アイビースシャッター . 73 

ケーブルスイッチソケッ S . 巧 

外部霜源ソケット . 74 

まぶたの取りはずし . M 

シャッタースピードと紋り植の表示じついで . 巧 

被写巧深度じついで . 巧 

巧み裸フイルム报岸ミじついで . 77 

カメラ鹿用上の注窗 . 70 

別売 0 アクたサリー . 79 

CONTAX TLA 3 加スト□ボ 
パワーパック P - 日 
フスーカシングスクリーン FW タイプ 
フレックスケース己一 4 

ちな仕讳 . 日7 
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撮影の早わか! 0 (オート露出撮影) 


( P 38) 




位置まで引き出し、そのまま 
スプールの 上にのせまず。 



r ドライブモード切り曾えダイヤ 
) ルを‘‘〇，，（グリーンポジション） 
または " S " "巳"にします。 


絞り優先ォー^^ 




_ソヤツター fe 先イー 
( MM レンズ使用時のみ） （戶 39) 


プログラムオー!'^ 

( MM レンズ使用時のみ） （戶 41) 


ら 























r 度出モード切り督 
〇ぇレバ-を " Av " 
じしまず。 
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巧出モード切〇督 
えレバーを " Tv " 
じし、レンズの絞りを 
最小絞り（緑色）にセ 
ットしまず。 



6 


提出モード切り曽 
え レバーを "戸" 


じし、レンズの絞りを 
最小披0(緑色）じた、ン 
卜しまず。 
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絞りをたットしま 
ず。ピントを合わ 
せで撮影します。 



7 シャッター スピ— 

ドをたツ h しまず。 
ピン h を合わせで 
撮影しまず。 


—ピントを含ねせで 
/撮影しまず。 
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撮影前の 
基本操作 
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レンズの取り付け取りはずし 




くレンズの取 D 巧け〉 

まずカメラのボディキャップとレンズの後キャップをそれ 
ぞれ回しではずします。；欠にレンズ側の赤点をカメラ側の 
レンズ指標に含ねせではめ込み、時計方向に"カチッ"と 
音がしで止まるまで回しで取り巧けまず。 

當レンズを取り付けるとをは、必ずレンズ側のホ点をカメ 
ラ側の赤いレンズ指標に合わせでから、はめ込んでくださ 
い。赤点を指標に合わせず差し込み、レンズを回しなザら 
カメラのマウン K じはめ込むと、レバー等に無理なカザ加 
ねりカメラの故障や破損の原因(こなります。 



くレンズの取0はずし〉 

レンズおりはずしポタンを巧しながらレンズを反時計方向 
じ止まるまで回し、前方に引出しではずします。カメラか 
らはずしたレンズじはレンズキャップと後キャップ、また 
カメラじはボディキャップをかぶせで保護することを忘れ 
ないでください。 

A レンズ着脱の隙、レンズ面やボディ内部に觸れないでく 
ださい。 

#フイルムザ入っているが態でレンズを着脱するときは、 
直射日光を避けでください。 
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電池の入れかた 



この力;<ラはフイルム巻上げ、巻戻し、シャツターなど、 
ずべての機構が電池で作動ずるよラになっていまず。力;< 
ラは革池が入っていないと作動しません。 


1 力乂 ラ底部のバッテリー室カバーの固定ネジを硬貨な 
I どを利用してゆるめ、カバーをはずしまず。 



2 目 V リチウム電池 （2 CR 日）をルンテリー室内の十一 
表示に従って正しく入れてくださし、。 
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力六ラのバッテリー室カバーガイドピンにバッテリー 
室カバーの取り付け巧を含わせ、カバーを元通りじか 


ぶせまず。そしで固定ねじを矢印の方向へ止まるまで回し 


〈バッテ IJ ーチェック> 

電池を入れた後、力六ラを一度 作動 させ、表示パネルに 
"〇"(バッテリー 酱告 マーク）ザ表示されなければ、電池 


て固定しでくださし、。 


の電圧は正寓でず。 
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く 電池の交換時期 > 

表示パネルに " C 1" マークが点口したら、電池交換の時期でず。インスイッチを OFF じしてから力ラのバッテリー 
室カバーを開けて、新しい電池と交賴してください。 

# "〇"マークが点なしてからも撮影はでさまずが、ずみやかに電池交換してください。電池容量が使用限界を超えると、 
表示パネルの " Gi " マークが点滅または;'肖灯し、カメラは作動しなくなりまず。このとき最後の琴真は正常に写らないこ 
とがあります。 

み電池によってはその性質上、装着時一時的に電圧ザお下し、 " Gi " マークが点灯ずることがありまず。新品電池装着後ず 
ぐに " G ■-マークが表示された場含、一度インスイッチを off にし再度 ON じしてくださし^。この操作を'行って " G ■"マ 
—クザ消えたらそのままお使いいただけまず。 

く 電池取扱い上の注意> 

、#電池は、一般に低温じなる I こしたがって一時的に性能力 M を下しまず。毒を地で使用ずるとさは、力ラを防寒具やあ服の 
内側に入れるなどして保温しなぜら使用してください。なお、做品のために性能のあ下した電池は、常温に戻ると回復しまず。 
巧電池の+—極が汗やミ由で;'ちれていると、接觸不良をおこず原因になります。乾いた巧でよく；式いてから使用してください。 
巧長期間の旅行などには、予備の新しい電池を用意ずることをおずずめしまず。 

巧使用済みの電池を乂の中に捨てたり、充電、ショート、分解、加熱するのは危険でずから絶巧じしないでください。 

み日 V リチウ厶電池 （2 C 円 5) は充電でさません。 

み電池は幼巧の手の届かないところに置いてください。 


12 



乂インスイ、ソ 



電源の " OFF "、" ON " および " AEL " ( AE ロック）の 
のり替えを行いまず。 

み 誤作動を防ぐため;<インスイッチは、クリックの位置に 
とめてご使用くださし、。 

OFF :ホマークが見えないとさ 

力;< ラの霉源がのれ、 OFF のが態になっていまず。力;< ラ 
を使わないとさは、不用意にシャッターザ切れないよラに 
インスイッチを OFF じしてくださし、。 

"□ N " マーク 

力;< ラの電源が入りまず。 


" AEL " マーク 

ぶ光での撮影や、動く被写体を一定の强出で運続撮影ずる 
など、强出を固定 （ AE ロック）したいとさに使いまず。 
詳しくは P 加をご賣くださし、。 
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ファインダ ~ 巧表示および表示パネル 



〈ファインダー内表示〉 

マット面 
マイク□プリプム部 
水平スプリット部 

ス h □ボマーク 
巧出補正表示 
測光マーク 
フイルムカウンター 


ファインダー内表示は、次の操作をしたとさに表示され、 

1日秒間表示したあと自動的に消える省電設計になっていま 
す。 


デジタル • 

フオーカス- 
インジケーター 

.絞り値 

.巧出 マーク 

シャッタースピード 


また表示中にダイ中ル尊を切り替えたとさは、表示は更に 
1日抄間延長とれまず。 


①メインスイッチを QN にしたとさ。 

©メインスイッチ QN のが態で、茲出チェックボタン、ま 
たはシかッターボタン半押しで表示されまず。 























〈ファインダー内表示 > 

ファインダー巧表示は、絞り、シャッタースピードなどの 
森出表示の f 也じ、デジタル*フスーカス*インジケーター 
などが表示される、情報集中ファインダーです。 

シャッタースピード 

シャッタースピードは1/4加日秒から1日秒が表示され、 "4 加 □" 
は1/4弧日秒、 "1 紙’は1/1?日秒、 t ‘ l 目"は1日秒を表します。 


絞り値 

絞り慢先才ート撮影 ( Av ) とマニュアル撮影 （ M ) のとき 
はたッ S した絞り値を、シャッター便先オート 撮影 （ Tv ) 
とプログラムオー S 撮影（戶）のとさはシャッタースピー 
ドに応じた絞り値を表示しまず。 

フイルムカウンター 

フイルムの撮影枚数を表示します。また、次のよラな表示 
ちします。 

-たルフタイマー時の残り時間表示 （1 日秒〜邮まで)。 

• A •曰- C 撮影 （ 3 コマ 連続自動諮出補正）時の作動 
願序表示。 

-攝影 フイルム終了表示 


測光マーク 

測光方式と A E ロックの表示をします。 

中央重点平均測光の時："口"マークが点灯します。 
スポッ S 測光の時 ： "因"マークが点灯します。 

中央重点平巧測光で AE ロック："口"マークが点滅しま 
す。 

スポッ K 測光で AE ロック ："田"マークの中の"•，’ 

が点滅します。 

巧出補正表示 

露出補正ダイヤルを "0" しソ外の値にすると "+" または 
のマークが点滅します。 

ス h □ボマーク 

TLA フラッシュシステム使用時、充電が完了すると"夕" 
マークが点巧します。また TTL 調光が的確に行われたとき 
は撮影後に2秒間点減します。 

デジタル. フォーカス. インジケ— ター 

ピント合わせに使用します。詳しくは P ?9 をご覧くださし、。 

巧出マーク 

オート 森 出モード （" Av " " Tv " "戶" ） ではオート晶出連 
動範囲外のオーバー"▲"、アンダー"▼"の表示、 " M " " X " 
モードでは、適正露出"姜"、才ーパー"▲"、アンダー" ▼" 
を表。します。 



〈表示パネル〉 


ISO 、 DX マーク フィルムカウンターフイルム感度 


バッテリー if 告マーク- 




- カスタム機能マーク 


多重 绍出 7-ク 


ISO -0X7 -ク 

フイルム感度表示じしたとさ、あるいはフイルム感度を tz 
ッ K ずるモードのとさに、表示立れまず。 

- DX コードによる自動 tz ット状態のとさは、常に " DX " 
が表示されまず。 

フイルムカウンター/フイルム感度 
フイルムの撮影枚数を表示しまず。"アップボタン"、また 
は"ダウンボタン"を押ずと押しでいる間、フイルム感度 
表示じな0まず。 
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また、次のよラな表示ちしまず。 

- tz ルフタイマー作動巧り時間 
•バルブ擺穀の経過時間（秒） 

• A •曰- C 撮影時の撮影順序 
-多重露出の tz ッ h 回数 
-カスタム機能のわット状態 
-撮影フイルム終了時の表示 

バッテ U —餐告 マーク 

電;'也の交換時期を表示しまず。 

を重巧出マーク 

多重結出モードになつでいるとさじ表示しまず。 

カスタム機能マーク 

カスタム概能をたットずるときじ表示しまず。 













この力 X ラには視度調整槪構が内蔵されでいまず。視度調 
整つまみを回輯させで、ファインダー内中巧の円がはっさ 
り見えるよラに調整しでください。調整範囲は十1〜一3 
□ (ディオプター）でず。 

、♦:力 X ラの視度調整槪構の範囲内で視度調舊がでさない場 
をは、別売りの視度補正レンズ FL タイプをご利用くだ 
さい。 

視度調舊範囲が表のよラじなりまず。 



視度補正レンズ 

調整範囲 

なし 

十1 □ 〜- 3 D 

FL (+2) 

十4 □ -□.巳 □ 

FL (—3) 

— 1.日 □ -己 □ 


視度補正レンズ FL タイプは、図のよラにおり付けまず。 

(アイカップは、視度铺正レンズをつけたまま、おりなけ 
ることがでさまず。） 
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フイノ//ムの A がかた 



•フイルムを入れるときは、力六ラの内側に入っている-'保 
譜シ—卜—を必ず取りはずしてください。 
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つ図のよラに、フイルムパトローネ先端を斜めじして入 
^れまず。 

シャツ タ—おじつ いて 

シャッター幕は精密部品ですので絶巧に指で觸れたりフ 
イルムの先端でついたりしないでください。特にフイル 
ムの先端がシャッター幕の上じある状態では、絶がじシ 
ャッ ターを切らないでください。 

を DX 接点やデータバック用接点は、むやみに細れたり、 
ミちしたりしないよラじを意してください。 

、♦.フイルムの出し入れは、直射日光を避けてください。 

























































3 フイルムの先端をオレンジをの " マークの位置 
まで引出し、そのままスプールの上にのせまず。 
このとき國のよラにフイルムザ浮を上がらないよラじしで 
く、 ださい。 

〇 

•フイルムの巧が長く出ている場台は、卷戻しで長さを謂 
節しでください。 



4おぶたを閉め、メインスイッチを ON にしでシトッタ 
4 —ボタンを押しまず。 

フィルムが自動的に1コマ目まで空送りされ、フィルムカ 
ウンターは " or ’ じな0まず。 


•表示パネルのフイルムカウンターが"加"のままで点滅 
しでいる場合は、フイルムザ正しく送られでいません。架 
ぶたを開け、ちラー度入れなおしでください。 

•フイルムカウンターは表示パネルとファインタ‘一巧の両 
方に表示されまず。 
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つィ J レム感度のゎットおよび確認の しか; 


フィルム感度のたットは、 DX コード利刷こよる自動たッ 
K と任意の感度をたッ K ずる手動セットの2通りの方まが 
ありまず。 tz ットしたフィルム感度は表示パネルで確認で 
さまず。 

表示パネルに " DX " が表示されでいるときは、 DX コ 
ードじよる自動セジトじなりまず。 DX コード巧さのフ 
ィルムをご使用じなる場合はそのままお使いください。 
" DX " が表示されていないとさは、必ず フイルム 感度 
を手動でセツ K してください。 
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〈わッ S のしかた> 

1 メインスイッチを " ON " にしで、詔出モードロック 
• 解除ボタンを押しなザら、露出モード切り誓えレバー 
を回し、詔出モード指標を " ISO " に合わせまず。 

-表示パネルじ、フィルム感度が点灯表示されまず。 















ry "アップボタン"または"ダウンボタン"を押しで、 
ム フイルム感度を " OX " または合わせたい感度値にし 
まず。 


し LJX < ——^ 日 *■ — * I O '* —^ . <— ■*■[] 加日'*—■巧仙。'* 

-"ア、ンプボタン"を巧ずと、巧ずごとに1/3段階 
ずつ感度が高くなりまず。 

-"ダウンボタン"を押ずと、押ずごとに1/3段階 
ずつ感度が低くなりまず。 

* ボタンを押し続けるとフイルム感度が連続しで 
変化しまず。 



両方同時に巧ず 


◎ "アップボタン"と"ダウンボタン"を同時に押しで、 
"□ X "じたッ K ずることもでさまず。 
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n , 

DX ••い 


〇巧出モード切り曽えレバーを泣出モードにしでくださ 
J し、。これでセツ S 完了です。 

•表示パネルザ、フイルムカウンター表示に房りまず。 

みセットしたフイルム感度は、次にセットし直すまで記憶 
されています。 

寒巧出モード切り曽えレバーが " ISO "、" CF " のとさは 
撮影でさません。 
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r\s6\ I 

巡， 


〈‘‘□ X ’’を t ッ K したとさ> 

"□ X "じセットしておくと、 DX コード付さのフイルム 
を使ラとさ、力/ラがフイルム感度を自動セッ S しまず。 
DX コード付ちフイルムは ISO 巧〜 50 邮まで使用でさ、 
"□ X "のマークと感度は、フイルムの外箱に表示されて 
います。 

み DX コードのないフイルムは jsai 日日に自動セットされ 
ます。 















< 任意の感度をセットしたとさ > 

己 X コードのないフィルムのフィルム感度たットや 、 DX 
表示と異なるフィルム感度に変えたい場合に使いまず。 
◎フィルム感度は 目〜目が) 0のお 囲で 1/3 段 ごとに たットでき 
まず。 

み感度値をたッ S ずると、 DX コード付さフィルム使用時 
も手動たットした値じなりまず。 



<フィルム感度の確認> 

撮影中に、フィルム感度を確認したいときは、"アップボタ 
ン"または"ダウンボタン"を押ずと、押しでいる間、表 
示パネルじ、その時たッ h されているフイルム感度が表示 
されまず。 
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露出モード切り替えレバー 



轟出モード切り醬えに使用します。 巧出モード□、シク解除 
ボタンを押しながら巧出モード切0替えレバーを回し、巧 
出モード指標をそれぞれの位雷に合わせてください。 

また、フィル厶感度の tz ット " ISO "、 カスタ厶機能の tz 、 ン 
K " CF " のとさにち使用します。 

各茲出モードの詳細は、 P 37 〜44をご覧ください。 
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露出チェックボタン 



乂インスイッチが ON のとさ、證出チェックボタンを巧す 
とファインタ’一内表示げ点灯し、諮出、ピン K を確認する 
ことがでさます。また、シトッターボタンを半巧しするこ 
とでも確認することがでさます。 
























シがッタース ピ ー ドタイヤル 



添影フイルムの盛光時間を調節するもので、 " Tv " (シャッ 
夕一活巧才ート）および" M " (マニュアル茲出）のとさに 
使巧します。 

シャッタースピードは、4 S (4 秒）〜仙加 （1 4加日秒） 
の範囲で1段ごとにセッ S でさます。 

• シャッタースピードダイヤルはクリックの位置に止めで 
ご使用くださし、。 
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ドライブモ~ド巧り替えダイヤル 



撮影目的に応じで次のドライプモードが選べます。 

ドライブモード切0替えダイヤルは、ドライブモードの切0替えの他に、ファインダー内デジタル-フォーカス-インジケ 
ーターの表示の切0曾えも行います。 
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一下ちイブモード 

のり碧えダイヤル 

ドライブモード 

ファインタ‘一巧表示 

"〇" 

(グリーンポジション） 

1コマ撮影 

(フブーカススケール表示） 

" S " 

1コマ撮影 


で" 

連続撮影 


"ぴ’ 

1コマ撮影 ( tz ルフタイマー） 

(深度スケール表示） 


◎ドライブモード切り替え夕’イヤルを引さ上げながら回し、マークを指標に合わせクリックの位置に落し込んでください。 
("因"の場合は上がったままじな口まず。） 


S ... 1コマ撮お 

力六ラのシャッターボタンを巧すごとに1コマ分撮影され、 
次の巻上げが行われで停止しまず。 

C …連続巧お 

力六ラのシャッターボタンを巧している間、最高約3コマ/ 
秒の連統撮影がでさまず。（撮影コマ速度は、シャッタース 
ピードやフイルム感度、データバックの写し込みあり/な 
し、使巧する電池の状態などじより変化しまず。） 


〇…セ:ルフタイマー撮累ミ 
1日秒のたルフタイマー撮影じなりまず。 

詳しくは戶62をごなください。 

@ •••多重强出撮累ミ 

多重巧出撮影をずるとさにたットしまず。 

詳しくは戶6日をご廣ください。 

〇…グリーンポジション 
1コマ撮影でず。 

デジタル-フブーカス•インジケーターののり碧えにも使 
用しまず。 
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ピントの含ねせかた 



この力 X ラにはフスーカシングスクリーン FW -1 (水平ス 
プリツ h / マイクロプリズ厶式）が標準装備されでいまず。 
ピン K 合わせは、ファインダー中央の水平スプリツ h 部、 
マイクロプリズム部、または周辺のマツ h 面で行います。 
ぶフスーカシングスクリーンは交換することガ’、できます。 
詳しくは戶83ベージをご宾ください。 
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〈水平スプリツ h 部の場合> 

ファインダーをのぞきながら距離リングを回して、中央に 
ある上下に分割された像が一致するよラじします。ピン h 
が含っていないとさは、スプリツ h 部の像がズレます。 

〈マイクロプリズム卽、またはマツ h 面の場合> 
距離リングを回して、マイクロプリズム部か周辺のマツ h 
画の像がはっきり見えるようにしまず。ピントがをっでい 
ないときは、マイクロプリズム部ではギザギザに、マツ h 
面ではボケます。 

♦暗いレンズを使用したときや、高倍率での接写時には、 
ピン h が含ねせじく くなることがありまず。このとさは周 
囲のマツ h 面でピン h を含わせてください。 





このカメラは、フスーカシングスクリーンを使ったピント 
合わせの化に、デジタル.フスーカス.インジケーターで 
ピントを合わせることちでさます。 

デジタル.フスーカス.インジケーターのピントを合わせ 
る I た囲はスプリツト部内側の分割線上で、図の範囲じなり 
まず。 

フスーカシングスクリーンの水平スプリツト部、マイクロ 
プリズム部、またはマツト面で大まかにピントを含わせで 
からデジタル-フスーカス.インジケーターを利用するこ 
とで、より旱くピント含わせを行ラことザでさます。 


デジタル.フォーカス.インジケーターには、"フォーカス 
スケール表示"と"深度スケール表示"があります。ドラ 
イブモード切り曾えダイヤルを、"〇"(グリーンポジシヨ 
ン）じすると、"フスーカススケール表示"、その他のモー 
ドにすると"深度スケール表示"じなります。撮影の目的 
に台わせでお使いください。 
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〈フォーカススケール表示〉 


グリ-ンポジションじかル時 


被写体とのピン K のずれを表示しまず。合焦のちらつさを 
かなくずるためじ、 tz ッ S した絞りに連動しで合焦幅を変 
化させでいまず。 

み合焦状態を見やずくした表示でずので、一般撮影じご使 
用くださし、。 



〈深度スケール表示> 

絞りに連動した深度スケールと、ピン S 合わせに連動した 
フブーカススケールの両方を表示しでいまず。 

この表示は、ねらった被写体と自分がちわせたピン S のず 
れ屋を把握ずると同時に、その絞りに合った深度範囲内で 
あることち確認ずることがでさまず。 

深度スケール表示は、フアインダー内に表示とれた絞り値 
に連動しまず。 
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〈絞0値と深度スケールの表示〉 


絞り値 

深度スケール表示 


■ 

4〜4.日 


日.日〜日.己 

--■-- 

日〜日.日 

- ■ - 

11〜13 

--------- 

16〜1日 

-- 

巧〜 


《 F 3 .日より明るい絞り値の場合は深度スケールの表示 
はありません。 


餐合焦点をより正確に表示しでいまずので、被写体やカソ 
ラの少しの動さによっでちフブーカススケールのちらつさ 
ザ現れることがありまず。デジタル-フブーカス-インジ 
ケーター機能を使って、より正確にピントをわせを行ラと 
さにおずずめしまず。 































[後ピン] 

被写体にピントが合ってい 
ません。 

被写体よ0遠距離のちのに 
ピン S ザ合っていまず。 

被写体よりをやや遠距離の 
ものにピントザ合っていま 
ず。 

被写体は深度のお囲でピン 
S の合った写寅が报れまず。 


(グリーンポジション) 


で。 

W0" 


[後ピン] 

被写体にピン S ザ合ってい 
ません。 

被写体より遠距離のものに 
ピントげ合っていまず。 


[ 合尉 

被写体にピン S ザ合ってし、 
まず。 


レンズの距離リングを回し、 
フォーカススケールをピン 
卜指標に一致ずるよラじし 
で撮影しまず。 


[前ピン] 

被写体にピントげ合ってい 
ません。 

被写体より近距離のものに 
ピントが合っていまず。 


〈デジタル.フオーカス‘インジケーター棟能一！!表〉 


ドライブモード切0替え 
ダイヤルの位置 


表示 


ピン S の状態 


操作方法 


しンし度ラ囲な 
回ピじ深よ範じ 
をがラザる度賣 
グルよルな深写 
ンーる一にがた 
ソケずケ巧体つ 
離ス巧。ス囲写あ 
距ス I いス範巧の 
の力にさカルと卜。 
ブ - 巧だ- I るンす 
ンマお< K ケずビま 
レフ h でフスじで〇 


フォ—カススケ—ル表示 深度スケ—ル表示 
























〈デジタル-フォーカス-インジケーター機能一篇表（つづさ）〉 


I •こ I •二 I 


[を焦1 

被写体にピン S ザをってい 
ます。 


被写体よ0ちややお距離の 
ちのにピントが合っていま 
す。 

被写体は深度の範囲でピン 
S の含った写真が攝れます。 


[前ピン] 

被写体にピントが合ってい 
ません。 

被写体よ0近距離のちのに 
ピントが含っています。 


レンズの距離リングを回し、 
フォーカススケールがピン 
h 指標に一致ずるよラじし 
でくださし、。 

フスーカススケールザ深度 
スケール範囲内になるよラ 
じすると被写体が深度範囲 
でピン S のあった写真じな 
ります。 


フスーカススケール表示、 
深度スケール表示とち、測 
祀不能の蜡含は両端の 
► ◄ が点滅しまず。デジ 

タル•フスーカス•インジケ 
ーターではピン K が含わせ 
られません。 


レンズの距離リングを回し 
で、スプリット部、マイク 
ロプ u ズムまたはマット面 
を利巧しでピントを合わせ 
でください。 


ドライブモード切〇督え 
ダイヤルの位置 


表示 


ピン K の状態 


操作方法 


深度スケ—ル表示 


測距不能表示 


SCO 


2 

3 



















♦ムターや接写アクたサリー（才ートベローズ PC 、 マイ 
クロスコープアダプター、オー K 接写リング、リバース 
リング尊）を使用のとさは、ファインダー内絞り表示と 
運動していないため、深度スケール表示でも深度を植認 
ずることがでさません。 

♦デジタル-フスーカス-インジケーターの表示は、目安 
としでご利巧ください。レンズの被写界深度目盛と一致 
しないことがありまず。 

また、含焦点(こピン S の合ラ幅があるとめじ、スプリツ 
S 部やマイク□プリズム部によるピン S 合わせと一致し 
ないことがお口まず。 

♦開放 F 値が日.日より暗いレンズ使用時、またはムターや接 
写アク t サリーを使用して、実絞り値力'、日.目より暗くなる 
とさはデジタル-フブーカス*インジケーターを使巧し 
でのピン S をねせはでさません。このよラなとさは、マ 
ツト面でピント含わせを行ってください。 

•ミロター加日 mm F 4 .日、ミ□ター1邮日 mm F 日.目、 N - ミ 
ロターで、デジタル-フォーカス-インジケーターを使 
用してのピン h 含ねせはでさません。 


〈デジタル•フォーカス-インジケータの苦手な被写体〉 

デジタル-フスーカス-インジケーターは次のよラな被写 
体についてはピントが合わせられないことがありまず。こ 
のよラなときじは、フスーカシング•スクリーンじよるピ 
ン S 合わせを行って下さい。 

①非常に明るいか、または非常に暗い被写体 
©被写体のコントラストザ極度に低いとき 
赁)スプリツト部やその周辺に太陽光など強い光源があると 
さ 

@スプリツ h 部内に極度に距請の違ラ2つしソ上の被写体が 
巧巧ずるとさ 

©横線のみの被写体、まとは縦線の繰返しパターンが榻く 
被写体 

© N □フィルターや偏光フィルターなどじより、被写体か 
らの光量が極端に少なくなった場含 
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カメラの溝ぶかた 




ピントがちった美しい写真を撮るためじは、カメラをしっ 
かり構えることが大切でず。ピントが悪い写真の多くは力 
メラぶれが原因でず。 


カメラは横位置の他、状況により縦位置で構えまずが、い 
ずれち自分じあった姿勢を研究しでください。 

建物や木立などを利用しで体やカメラを支えることも効果 
的な方までず。 
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つィ）レムの巻戻し 



添影フィルムを全部写し終ると、巻上げが止まり、表示パ 
ネル- フィルムカウンター表示の上が、下巧が巧豆に点減 
します。 

^ メインスイッチを ON の状態で、巻戻し□ック辭除ボ 
I タンを押しなザら、巻戻しレバーを矢印の方向に回し 
ごください。フィルムの巻戻しが始まります。 

-フィルムカウンターは減算表示され、巻戻しが終了ずる 
.ニモーターが停止しカウンターは"日日"の点滅表示になり 
まず。 

9.巻戻しが始まったとさは巻戻しレバーから必ず手を離し 
でください。巻戻しレバーは自動的に元に戻りまず。 



勺モーターが停止し、フイルムカウンターザ"邮"にな 
ム なったのを確認してからちぶたを開け、フイルムを取 
0出しでくださし、。 

取り出しは直射日光を避けでください。 

ち)フイルムの途中からの巻戻しも1、2の順で行ってくだ 
さし、。 

寒巻戻し後は、必ずフイルムを取出してください。巻戻し 
後は、一度裏ぶたを開けるまでカメラは作動しません。 
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撮影操作と 
応^^クニツク 











露出モードの選択 

覆彩目的や用途に応じて、次の竊出モードが選べまず。 

Av :絞り優先オー S 

あらかじめ絞りをセットずることにより、被写体の明るさ 
に応じでシヤッタースピードを自動的にコントロールし、 
適正露出を得まず。被写界深度を利用しての攒影に適して 
いまず。 


Tv :シヤッタ M 爱先才ート ( MM レンズ装着時のみ) 

あらかじめシャッタースピードをセッ K ずると、被写体の 
明るさに応じて絞りが自動的に選定され、適正な謡出の写 
きが撮れるよラになつでいまず。動さのあるスポーツなど 
の 痛 影に適しでいまず。 

戸：プログラムオート （ MM レンズ装着時のみ） 

あらかじめプログラムされている絞りとシャッタースピー 
ドの組合せの中から、被写体の明るさに適した組合せを力 
メラが自動的に遺びまず。 

巧出を気にずる必要がないので作画に専念したり、シャツ 
夕ーチャンスに専念でさまず。 


M :マニュアル結出 

紋りとシャッタースピードを撮影意図や目的に含ねせて任 
意にセッ h し、撮影する方まです。また意図的に 湿 出オー 
バーやアンダーじずることち簡単にでさます。 

X :ス S ロボ撮影 

当社専用ス h ロボ連動接点のない、 X 接点のみの沉用ス K 
ロボを使用ずるときじ、この位置にしまず。 

詳しくは、 「 TLA ス K ロボしソ外の X 接点を利用した他の 
ストロボじよる撮影 J ( P 日 9) をご览ください。 

己：バルブ 

長時間經光を必要とずる夜間撮影や天体撮影を巧ラとさに 
使用しまず。 


み A 巳レンズ装着のとをは、 " Tv \ " P " で撮影ずること 
はでさません。 " Tv \ " P " にセットされでいても、実際 
の银影は " Av " で巧われます。 

をレンズ未装着のとちは、 " Tv \ " P " じセクトされてい 
ても自動的に " Av " じなります。 
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絞り優先オート撮影 [AvJ 



— n I 


諮出モード切り碧えレバーを " Av " じ tz ッ K しまず。 
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絞りをたットし、撮影しまず。 

ム レンズの絞りリングを回しで絞りをセットずると、絞 
りに応じた適正シャッタースピードが自動セットされ、フ 
アインダー内に、たットした絞りと自動セットされたシャ 
ッタースピードが点灯表示しまず。 

シャッタースピードダイヤルはどの位置にセッ S しでいで 
でちかまいません。 






































豪/がツター 優先才 — 卜撮影 [TVj ( MMU ： 



^ レンズの絞りを緑色の最小絞りにし、運出モード切り 
I 曾えレバーを " Tv " じたッ K しまず。 

MM タイプのレンズでは、プ□グラムオート、または 
シャッター便先オート撮影時のわッ S 位置として絞り 
リングの最小絞0ザ緑色で表示されていまず。 



ry シャッタースピードをたットし、撮影しまず。 

^シゎッタースピードダイヤルを回しでシャッタースピ 
ードを tz ットずると、シャッタースピードじ応じた適正紋 
りが自動たットされ、ファインダー内に、たットしたシャ 
ッタースピードと自動 tz ッ K された適正絞りが点好表示し 
まず。 
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絞 0 値 


設定絞0値 


開放紋り植 


ソク-‘クホス --n V ) 


おけるンフ K およひ 

シヤ、ンタースピード：点灯（シフト1直） 


シャ、ンタースピード：点巧 （ tz 、 ント値） 

"▼"点滅 シャ、ンタースピード：点口（シフト値) 

m ■■■■■■■■■■■■■■! 

絞0値：点灯 


披〇値；点滅 


絞り値：点灯 


点滅 


16 S 


ンヤ、ンター 
ス ピー ド 


t ' ント した シャ ジタースピード 1/4000 S 

■: tz ' ントしたシャジタースピードじよる制御範囲巧 
I ；シャ、ンタースピードシフ S じよる制御範囲巧 
コ：制澗範固外告領域） 


" Tv " モー ドの場含、 tz ッ h したシャッタースピード 
では、適正絞り値が絞り範囲外になるとさ、適正 茲出 
を得るため自動的に違ラシャッタースピードじシフト 
され、常に適正 經 出になるよラ調壁されまず。このと 
ちシャッタースピード表示はシフトした値じなりまず。 
自動シフ h したシャッタースピードは、1日秒〜1/4000 
巧まで連動（制御）しまず。 


• tz ットしたシャッタースピードよりも遇正シャッタース 
ピードが速い場をには絞り表示が点減します。このとさは、 
絞りザ嚴小絞りになっているか確認しでください。 

• MM レンズを山小絞りとは異なる絞りに tz ッ h したと舌 
は、 tz ッ h した絞りと開放の間で絞りザ自動 tz ッ h されま 
ず。 

















プログラムオート撮影[戶. (MM レンス装巧を 



レンズの絞りを緑色の最小絞りにし、蟲出モード切り 
替え レバーを "戶"じた ッ [-しまず。 

攝影 します。 


-明るさによりプログラムされた紋〇とシャッタースピー 
ドの組含せザ自動的にたッ[-され、ファインダー巧に、自 
扣たッ h された絞りとシャッタースピードが点灯表示され 
まず。 


ブ□クラムオー h 制御図 

tFl . a レンズ使用、 ISOI 邮 • F 1 日に tz ツト） 


技りな 


くプ□グラムオー S 制御図〉 

プログラムオー h での絞りとシャッタースピードの組含せ 
は図のよラになっています。 

♦レンズの紋りが最小飯りにたッ h されていないときは、 
制御範囲がせまくなります。 
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シ中ッタースピード (Sec,) 
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オー K 巧出巧を （ Av . Tv . P ) 時のごミ主意 


〈オー S 强出撮影時の度出オーバー/アンダー咨告> 

巧出 オーバー 餐告 

露出マークが点脯ずるとさは、謡出オーバーじなり 
まず。被写体が明るずざまずので、校りを調璧し直して、" 

が消えるよラじしてください。また、別売りの ND フィル 
ター（光呈制限用）で光を調整ずることがでさまず。 

巧出アンダー酱告 

强出マークが点減ずるとさは、绍出アンダーじなり 
まず。被写体が暗ずざまずので、照明を加えて被写体を明 
るくしたり、絞りを変えたりしてが消えるよラじし 
てください。また、専用のス S □ボを使ラと明るくされい 
な写真が撮れまず。 

摩) 强出オーバー/アンダー整告時でも、シャッターボタン 
を押せば撮影でさまず。 
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才ーバー警舍 



アンダー警告 

〈アク t サリー使用上の注意> 

開放 F 値が日.目より暗いレン义または自動絞りの連動しな 
いアク tz サリー（オートべ□ーズ戶巳、マイク□スコープ 
アダプター、接写リンブ7.日 mm 、 リバースリングなど）を 
使用ずる場合は次のことにを意してください。 

①フアインダー巧の絞り表示は"し4"に固定されまずが測 
光機能は正常に作動しまず。 

© " Tv "、" P " での撮影はできません。 " Av "、 または " M " 
じして撮影してください。 












アル露出撮影 [MJ 



- H I 


1 盛出モード切り曽えレバーを " M " じセッ h しまず。 

シャッタースピードと絞りをセットし、撮影しまず。 
ム シゎッタースピードダイヤルを回しでシャッタースピ 
ー ドをセットし、絞りはレンズの絞りリングでセットしま 

す。 



ファインダー内じは、セットしたシトッタースピードと絞 
りが点灯表示され、邁出マークが点灯しまず。 

" 才ーパー 
"令"：適正 


アンダー 

シャッターダイヤルまたはレンズの絞0リングを動かし、 
"全"表示じしでください。 
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パルブ撮影（己) 



1落出モードのり督えレバーを"曰"にたットします。 
つ絞りをたットし、撮影しまず。 

シャッターボタンを押している間シャッターザ開いて露光 
されます。 

♦力 X ラぶれを防ぐため、兰脚で固定するか、安定した台 
などに置さ、別売りのケーブルスイッチ L を力六ラに接続 
して撮影してください。 

♦茲光や、表示パネルのフイルムカウンターはバルブ撮影 
の経過時間を示すタイマー表示じ切り曾わります。表示は 
"日'日日"から "9' 日 9" (日分日日秒）までカウントされ、杉をそ 
の操返し表示になりまず。 

♦露光中は、ファインダー巧表示がずベて消えます。 
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測光方式 



この力六ラには中央重点平巧測光とスポツ S 測光の2通り 
の測光方すザあり、測光切り碧えレバーで た、ン S しまず。 
质影条件や領影意図により使い分けると、より精度の高い 
タカ栗的な写賣湿影が巧えまず。 


測ザ感度分巧図 


〈中央重点平均測光> (ロマーク） 

まにファインダー画面中央部の被写体の明るさを重点的に、 
かつ周辺部の明るさも加巧して測光を行い、露出値を決定 
ずる方式でず。光の変化が激しいところでもよく巧応しま 
ずので、一般の质影 はちちろん、動さの激しいちので ち客 
易に 詔 出を決めることがでさまず。 


















測光感度分な図 


くスポッ h 測光> ( E マーク） 

ファインダー画面中央のほぼマイク□プリズ厶部分にあた 
る被写体の明るさのわを測光しで、透出を決める方式で、 
ファインダー内中巧外側の円内が測光の範囲です。 
たとえば、逆光の人物や特定の部分にライティングを活か 
した舞台撮影など、被写体と背景の明るさが極端に違ラ場 
合、また画面効果を考えで、特に被写体の一部分だけを測 
光して撮影したい場合などは、このスポッ S 測光を利用す 
るとされいな写真が撮れまず。 


#このカメラは測光系の特性により、開放 F 値が日. 6より暗 
いレンズ使用時、または厶ターや接写アク tz サリー（オー 
S ベ□ーズ PC 、 マイク□スコープアダプター、オー K 接 
写リング、リバースリング尊）を使用しで夷絞り値が日.日よ 
り暗くなるとさは、スポッ S 測光を行ラと測光誤差を生じ 
ることがありまず。このよラな条件で使用するとさは中央 
重点平均測光にしで撮影しでくださし、。 

<偏光フイルター使用の巧おじついて> 

偏光フイルターは、円偏光フイルターをご使用ください。 
このカメラは測光系の特性上、直線偏光フイルターを使用 
ずると測光誤差を生じることがあ0ます。 




I 〈測光連動範囲 > 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示ずも 
ので、使用レンズの測光連動範囲を表していまず。 

たとえば中央重点平均測光時に IS 01 日日のフイルムで F 1.4 レン 
ズを使巧した場合、絞り表の IS 01 日日の項の "1.4" と "1 日"（プ 
ラナー加 mm の最ル絞り値は F 1 日でず）から斜めに延長し 
た線上で垂直線 （ E V 線）と水平線（シャッタースピード働が交 
わる点が示ず両端の範囲、ずなわち EV "1" から EV で日" 
が F 1.4 レンズ使用時の測光運動範囲でず。 

咬'‘ スポット測光時は測光連動範囲が EV 日〜即じなりまず。 
ぷ EV 値とは、詔出計の連動範囲を示ず数値で、外光 
の明るさザー志のと击じ、フイルムじ同一强光効果 
を与える絞りとシャッタースピードの組合せを示 
ずものでず。たとえば、表じより EV 13 では、 
^ F 1日，1/3□秒でも F 8.1/1 巧秒でも同じ茲光効果 
-… M が得られることがわかりまず。 


□範囲内に色で表示してあるシャツ 
夕ースピードの1日秒から1/4日加秒は、 
才一 K 詔出撮影時に力/ラが正常に 
別光を斤ラ範囲を示しまず。 

□範圓内に色で示しである部分は、 
( SOI 邮フイルムで F 1.4 レンズ使巧 
韩の測光連動範囲を示しまず。 
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露出の補正 


撮影のとさ、主要被写体とその背累じ極端な明暗差がある 
ためじ、そのままでは主要被写体に適正涩出が得られない 
場含、あるいは意図的に强出オーバー、アンダーの写真を 
揽りたいとさじは、巧の3通りの露出補正方法がありまず。 

く1、露出補正ダイヤルの利用〉 

經出モードが " Av "、" Tv "、" P "、" M " いずれの場合も 
通常は森出補正ダイヤルを"日"じたッ h しでおさますが、 
森出を補正ずるとさは、强出補正ダイヤルを回しで希望す 


る補正値を强出補正指標に含わせでくだとし、。 

補正値は十2 EV 〜一 2 EV までの範囲内で 1/3 EV ごとに 
セッ h ずることがでさまず。 

露出補正ダイヤルを"日"な外にあわせると、ファインダ 
一内に、補正に含わせでまたは"一"マークが点滅 
し補正中であることを表示しまず。 

巧出モード お出補正ずる内容 

絞り歷先オー h ( Av ) シャッタースピード 

シャツタ—堡巧才 — K ( Tv ) 絞り 


プログラムオート （ P ) 絞りとシャッタースピード 


" M " 時は、强出マークが補正値に応じて点灯しますので、 
シャッタースピードダイヤルまたは絞りリングを動かし、 
巧出マークがじなるよラじしで攝影しでください。 
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巧出補正指標 



播影 終了後は、必ず補正ダイヤルを "0" じ戻しでくだ 
さい。 




















逆光撮影などのとちは…… 

"+1/3"〜"+2"の範囲で補正しまず。 


中央重点平均測光の場含、逆光や明るい空、海をバックに 
した人物、または窓辺の人物などのよラに明るい背景が撤 
影画面(こ占める割含が大さ 
い場含、人物は绍出アンダ 
一になり、シル エツ K のよ 
5に暗くなりまず。このよ 
ラなときは、露出を十1/3 
〜+2の範囲で補正して、 

绍出を多く与えまず。 




暗い背景などのとちは…… 

"-1/3"〜"一 2" の範囲で補正しまず。 


スポットライトに照らし出された人物などのよラに、暗い 
背累が撮影画面に占める割合が大さい場合、や巧重点平均 
測光で攝影ずると人物は 
森出オーバーじなり白つ 
ぽくな0まず。このよラ 
なときは、潭出を一1/3 
〜一2の豁囲で補正しで、 

露出を少なくして银 f ミし 
ます。 
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く S 、 AE □ックの利用> 

オート强出撮影時に、被写体の詔出（絞りとシャッタース 
ピードの絹含せ）を記憶ずる4幾構でず。逆光時での撮影や 
動く被写体を一定の詔出で連続撮影ずるとさなど、茲出を 
固定したいときに使いまず。 

X インスイッチを " AE 1_" に tz ットずると、 tz ット時点の 
詔出が力 X ラに記憶され、そのままシャッターボタンを押 
ずと背景の変化に関係なく記憶された邏出でシャッターが 
切れまず。 

1意図ずる構図のラち、まず主要被写体にファインダー 
I の中央部分を向け、 X インスイッチを " ON " 一" AEL " 
50に切り曾えます。これで譯出が固定 （ AE □ック）されまず。 



特に狭い範囲に强出を合わせたいとさは、測光切り曾えレ 
バーをスポット測光じしで AE ロックしでください。 
、《 AE □ック中は、ファインダー内の測光マークが点滅に 
変わりまず。 

« AE □ックの tz ットは、ファインダー内表示が点灯しで 


いるとさに巧つでください。 

ファインダーを元の意図した構図に戻しで撮影しまず。 
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受 AE ロック中は、露出が記憶され続け、何度でも同じ'盈 
出値で撮影でさます。表示は省電のため1日秒経過後に消灯 
します。 

♦連続撮影（ドライブモード " C ") ずるとさち、あらかじ 
ゆ被写体の明るさを AE ロックしでおけば背票の変化じよ 
る影響を受けずに同じ露出の写貢が得られまず。 

•この力;<ラは、シャッタースピードと絞りの組合せで得 
られる詔出を記憶ずる、像面光屋記憶方式を採巧していま 
す。例えば、 7\ v " のときは、 AE ロック後に絞りを変え 
るとシャッタースピードも追従しで変化し、全体の謂出量 
を一定に保ちまず。 

• AE ロック中(こ茲出補正ダイヤルを変更ずると、速出は 
なのよラに変化しまず。 

B 出モード 巧 出巧正ずる内容 

殺り®先オー S ( AV ) シャッタースピード 

シャッター话を才 一 h ( Tv ) mo 

プログラム オー s ( P ) 絞りとシャツタースピード 


A ‘已 * C レバー 



く 3 、A •己- C 撮影 （3 コマ連続自動猩出補正)） 

このモードじたッ S ずると、自動的にスタンダード、オー 
バー、アンダー、と3段階の晶出バリエーションで連続撮 
影がでさます。 

非常に微妙な露出条件のもとでも、速出決定に気を取られ 
ることなくシャッターを押し続け、チャンスを確実にもの 
じずることがでさまず。 

《A • 已 • G : Automatic Bracketing Control 

1 A • 已 • C レバーを動かし、補正幅をたットずると、 
I A • 已 • C 撒影に切り替わりまず。 

補正幅は±日.日 EV 、 ±1 EV の2種類が設定でさまず。 
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A • B • C 撮影は、シャツタースピードまたは絞りをコン 
K ロールして自動露出補正を巧います。 


毎出モード 

絞り银先才ート CAv ) 

シャッター 巧 先オート ( Tw ) 

プ□グラムオー K ( P ) 
マニュアル （ M ) 


コン!'^ □ー ル内容 

シャツタースピード 

絞り（絞0の制御範固を越える 
場をはシ ソター スピードを自 
動的にコン h □-ルしまず。） 

シャッタースピード 

シャッタースピード 


S 露出補正ダイヤルを"日"な外に tz ットすると、その補 
正値を基準じした A •日- C 撮影じなります。 

み攝影するごとに測光しなおし、その時の測光値じ巧して 
補正を行います。周囲の明るさの変化(こよる影製を受けず 
じ A • B • C 痛影がしたいとさは、あらかじめ AE □ック 
をしてから撮影することをおすすめします。 

• A • B • C 质影が終了したら、必ず A •曰* C レバーを 
"日"じ戻しでください。 

タス S ロボを併用する A • 已 . C 撮影はでさません。 
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ドライブモードを連続潘影 " c " じして、シャッター 
ボタンを巧し統けると、セットした補正幅に従って、 
スタンダード、オーバー、アンダー、の順で撮影し、3コ 
マ撮影し終わると止まります。 

ドライブモードを " S " または4〇"にすると1コマごと 
の A • B • C 撮影じなります。 

ドライブモードを"〇"じすると、1日秒をに運続撮影によ 
る A • B • C 撮影になります。 

A • B • C 撮影やは撮影順序を示すため、フイルムカウン 
ターザ巧のよラに変化します。 


スタンダード；両方のお]ザ点滅 
オーバー ：左側の巧のみが点滅 

アンダー ：右側のお]のみが点滅 





アンダー 


スタンダード 


ォーバー 


例えば1日コマ目から A •己-仁撮影を行った塌合は次のよラじなりまず。 



1コマ目 

2コ7目 

3コマ目 

(む後繰返し） 

補正 ： 

スタンダード 

才ーバー 

アンダー 

スタンダード 

カウンター： 

山 

-が 


宗 

山 
、ご！ > 

ク T 、 

を 巧 ： 

左右点減 

左側点減 

ち側点滅 

左ち点减 


ザ補正幅がカメラの補正限界を越えるとさは、限界補正値で撮影されまず。 

途中で中止ずるとさは 、 A •己•仁レバーを"日"（こしてください。 

AA • 已 • 仁作動やじメインスイッチを " OFF " にして再度 " QN " じずると 、 A •己- C 撮影はまた1回目より順に3 
コマ分行われまず。 
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トロボ撮影 


室内や夜間の撮影で、シャッタースピードが1/3日秒しソ下に 
なるとさは、ス S ロボの使巧をおずずめしまず。 

このカメラとコンタックス TLA フラッシュシステムを組み 
合わせるとカメラ側でス S □ボ光を自動制御ずる" TTL ダ 
イレク K 測光"じよる撮影ザ行えまず。 

TLA 3 即スト□ボをご使巧のとさは、必ず「別売アクたサ 
リー "CONTAX TLA 3 即スト□ボ"」の項 ( P 79) をあ 
ねせでご度くださし、。 

また、 X 接点のみの沉巧スト□ボをご使巧ずる場含には、 
巧出モード切り曽えレバーを" X "にたットしてご利巧い 
ただけまず。 


く TTL ダイレクト測光による撮影> 

1カメラ(こス S □ボを取り付け、ス S □ボの電源を入れ 
■まず。 


2 


ストロボを " TTL オー K モード"じたッ K しまず。 


充甚ザ完了ずるとファインダー内にマークが点巧し 
カメラの謡出モードじより次のよラにシャッタースピード 
ザ自動たットされまず。 
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•Av (絞り语巧オート）のとさ 


自然光の巧維 I 

1 目*！ J たット 1 

1シがッタースピード1 

1 慷示） 

16秒〜1/邮秒 

1/郎秒 

巧日"ザ点灯 

1/即秒〜1/1巧巧 

1/日日秒〜1/1巧秒 

巧日"が点灯〜"1巧"が点な 

1/12日秒〜1/40加秒 

1/12日秒 

"1 巧"が点灯 

♦Tv (シャツ ター语巧オート） のとさ 

もヤツタ—ダイヤル { 
のむツ K 1 

1 国 W むツ K 1 

t シトツタースピード1 

1 慮示） 

4秒〜 m 巧秒 

4巧〜1/1巧秒(シトツターダイヤルのかソト値のまま） 

1/巧0秒〜1/4日日日砂 

1/12日秒 

"1 巧" ザ点灯 

♦ P (プログラム オー K ) のとさ 


巧光の巧光售 1 

) 国がたツ h 1 

i シャツタースピード1 

1 樣示） 1 

16秒〜1/即秒 

1/6肿ぶ 

即が点な 

1/酣お'〜1/に日秒 

1/即砂〜1/1巧秒 

即’が点灯〜1巧が点灯 

1/じ日戳〜1/4日0日秒 

1/1巧秒 

1巧が点の 











• M (マニュアル）、 X (ストロボ)、已（バルブ）のとさ 

."M" のときはシトッタースピードは自動 tz ットされま 
せん。必ず1/1?日秒が下に tz ットしでください。 

-たットしたシトッタースピードがファインター巧に点な 
表巧されまず。 

-"X"のときはシャッタースピードが1/1巧秒に tz ットさ 
む、ファインター内に "1 巧"が点な表示されまず。 

-"己"のとさは"バルブ撮蘇"じなり、ファインター内 
に "buLb" が表示されます。 

絞りを tz ットしで撮影します。 


结出モ巧ド —おり — 

Av、Tv、 絞りを tz ットしでください。 

M、X、 己 tz ッ S した絞りで撮影されます。 

最小絞り（緑を）（こ tz ットしてください。 
戶 自動 tz ッ h されまず。 （F4:IS01 加） 
明るい時は自動的に絞りこみます。 

• "Tv" モードのとき絞りは自動 t ッ K されません。スト 
ロボ撮影時は必ず絞りを t ットしでくだとい。 



撮影後、調光が行われたとさはファインダー内"ろ"マー 
クが2秒間点滅します。 

• 攝賽ミ後、 、、、、、スーク ザ点潮しないとさは詔出アンダーに 
なりますので、絞りや撮影距離を変えで撮影しなおしでく 
ださし、。 

•近接撮影時、"夕"マークが撮影後点滅しでち經出オーバ 
一になることがあります。ス S ロボの取扱説明書記載の掠 
影範囲で撮影しでください。 

• A •己* * C レバーは必ず"日"じしでください。 

• ドライブモードが "C" (連続濡影モード）の場含は、ス 
トロボの性能をご確認の上ご使用ください。 

•フイルム感度は 1S □巧〜4日日に連動します。（露出補正は 
含みません。） 
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〈スローシンク□撮影 > 

スト□ボ攝影で夕異や夜景などの情景を生かした撮影を行 
なラには j /3日 f 少しソ下のス□ー シンクロ撮影が有効でず。 
TLA ス h ロボの TTL オー K モードを利用ずると簡単な操 
作でスロー シンクロ撮影が巧えまず。 


■露出モードが " AV "、" Tv "、 "戶"のとき 
蜡図を決め、ソインスイッチを " AEL " じたットしまず。 
シャッタースピードが、自然光の測光値にロックされまず 
のでス h ロボの充電完了を確認して攝影してください。 
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■馬出モードが " M " のとさ 

シトッタースピードを1/3日秒しソ下にセットしまず。 

絞りを動かしで自然光の測光値に巧出を合わせ"^"か点 
灯ずるよラにし、ストロボの充電完了を確認しで撮影して 

くださし、。 


♦スロー シンクロ撮影ではシャッタースピードが遅くなり 
まずので、カメラぶれ防止のために云脚をご使用くださし、 C : 








< デイライ K シンクロ撮影〉 

屋外の撮影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光下でその 
まま人物を撮影すると、人物は暗くなりザちです。このよ 
ラなときは、 TLA ス h ロボを使って TTL 才 一 h モードで 
撮影ずると人物ち背豪ちされいに描写ずることがでさまず。 

■强出モー ドが " Av "、" Tv " のとき 

ス h □ボ充電完了後、が点滅した場をは、絞りを絞り 
込んで、を消しで撮影しでください。 



■巧 出モード "尸" のとさ 

明るいところでは、自動的にお出が調整されてデイライ h 
シンクロ攝影になります。 

■强出モードが " M "、 " X "のとさ 
" M " の時は、シャッターダイでルを"に 5" しソ下にゎッ1- 
してくださし、。 

絞0を調整し、ファインダー内露出警告マークが"ぅ"表 
示(こなるよラじして撮穀しまず。 

<露出補正ダイヤルの利用〉 

TTL オー K 攝影では、ストロボの発光里はカソラの經出補 
正ダイでルに連動しまず。ス h ロボ光里を調整して効果を 
出したいとさは、盈出補正ダイでルを利用しでください。57 







く後幕シンクロ撮影 > 

後惡シンクロは動さのある被写体をス□ーシンク □ 撮影ず 
るとさに効果がありまず。通常のス h □ボ擺影は、シャツ 
ターの先幕が走行を終えた直後にス K □ボを発光（先幕シ 
ンク □) させで撮影しまず。 
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この力^ラと、後幕シンク□蝶能のある当なスト□ボとを 
組み含わせると、後幕が走行を始める直前にス h □ボを発 
光（後幕シンク □) させることがでをまず。 

ス K□ ボ光で照らされた被写体の後ろに、自然光で照らさ 
れた被写体の動さが流れるよラに写り、自然な動さを表現 
で舌まず。 

♦經出制御は、通常のス K □ボ攝影（先留シンクロ）と同 
様でず。 





く TLA ス h ロボ!^ソ外の X 接点を利用した他のス h 
ロボによる攝影〉 

茲出モード切り曾えレバーを"X"じしまず。 


1力/ラにス K ロボをお付け、掘出モード t 刀り曾えレバ 
I一を "X" に tz ッ h します。 

シャッタースピードは、 1/1 巧秒になります。 

. シャッタースピードダイヤルがどの位置にあっでち変わ 
りません。 

2 絞りをたク h しで撮影します。 

絞りは、使用するス h ロボの取扱説明書じ従って決め 
でください。 

♦ノダイレク h 接点式でない、コードを必要とするス h ロボ 
は、力 X ラ側面のシンク□ターミナルじ接続しでください。 
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多重露出攝影 



同じ画面に、違ラ種類の被写体、あるいは同じ被写体を重 
ねて写し込むことじより、独特の写真表現がでさまず。 

1 ドライブモード切り曾えダイヤルを引さ上げて、多重 
■ お出モード"间"じたットします。 

•表示パネルが、國の表示じなりまず。 

-この位置では、ドライブモード切り替えタイヤルは上が 
つたまま!こなり、ダイヤル下部にオレンゾ色の奖告表示が 
現れまず。 
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2 


"アップボタン"、"ダウンボタン"を巧して、多重森 
出する回数をたットします。 

. ボタンを巧すごとに、日<一一一一^3< 一一^……^一一 ^9ま 
で変わり、点灯表示じなります。 

たとえば、 "3" を表示させると、同じ画面に3回重ねて茲 
光でさます。 

























o ドライブモード切り曾えダイヤルを"间"しソ外に戻し 
J まず。 

-表示パネルの表示-"多重森出回数"と"口]"が点滅表 
示じな0まず。 

みドライブモード切り曾えダイヤルが"口]"の位置では撮 
影でさません。 



4 


シャッターボタンを押して1回目の誘光を行いまず。 


. シャッターボタンを押ずと1回目の露光を行い、次の諮 
光のためにシトッターだけがた、ン K されまず。 

表示パネルのを重露出回数の表示が1回分、減りまず。 


5 


さらにシャッターボタンを押して次の透光を行いまず。 


- 4 と同様にシャッターだけがたットされ、多重露出回数 
がさらに1回分、減りまず。 

-最後の透光を行ラとフィル厶が送られて、表示パネルは 
通常の表示にもどりまず。 
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み巧おの途中でメインスイツチを" OFF " にずると、巧に 
"□ N " にしたとさは、多重巧出の続さの巧おになりまず。 
み巧おの途中で多重巧出を中止ずる場合は、上記1、2 
の操作をして多重狸出回数を"日"にしでください。 
ドライブモード切り替えダイヤルをからイ也の位置に 
戻ずと、フィル厶が送られ多重狸出が終了しまず。 

み多重强出回数をたツ S した後、撮影を開始ずる前にメイ 
ンスイッチを " OFF " にずると多重强出は中止されまず。 
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セルフタイマー攝影 



ドライブモード切り替えダイヤルを"〇"(こたットし 
まず。 















ピントを含ねせ、シャッターボタンを押してください。 

t ルフタイマーが作動し10秒後にシャッターがのれまず。 
tz ルフタイマー作動中、表示パネルのフィル厶カウンター 
ザ、シャツターがのれるまでの残り時間（秒）を示ず表示 
じなり、力;><ラ前面の tz ルフタイマー LE □が点滅しまず。 


が tz ルフタイマー撮影時は、云脚をご使用ください。 

が運出モードを"已"（八ルブ）じ tz ッ h したとさは tz ルフ 
タイマーは使用でさません。 

ホオート露出 TAv"、"Tv"、"P") 時は、接眼部から入 
る光が測光に影變しないよラ、アイピースシャッターで接 
眼部をしゃ開してください。 

々:たルフタイマー作動中にシャッターボタンを押ずと、力 
ウンターはまた最初に戻り残り時間をカウントしまず。 
♦次の標作をずると、 tz ルフタイマーの作動は途中解除さ 
れまず。 

インスイッチを "OFF" にしたとさ。 

-ドライプモードをの0曾えたとさ。 

•竊出モードを"曰"（バルブ）じしたとさ。 

•巻戻しスイッチを "ON" したとき。 

-絞り込みボタンを巧したとき。 
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カスタム機能 

この力^ラには、 P 日日〜目7の表のよラに、日項目の"カス 
夕厶機能"を搭載しでいます。 

お買い上げ時は、標準的な機能（内容番号"日"）にわッ h 
しでありまず。（この取扱説明書では"日"状態を基本に説 
明しであ0まず。） 

カスタム機能を変更したい場をは「カスタ厶機能の t ッ h 
のしかた」 （P 閱）をご覧ください。 

♦カスタム機能を変更した場をは、力^ラの操作-手順に 
ごま意ください。 


カスタム機能一覧表 


内容番号 

機能番号 

標準設定 

変更設定 

0 

1 

2 

3 

1 

ドライブモード 

S、 じの 
のとさの 

フアインター内表巧の 
切り督え 

測距重視表示 
(深度スケール表示） 

1 !白《 fl： ' 16巧 C 1 

測距重視表示 
(フォーカススケー 
ル表示） 

測光重視表示 

1巧口 な巧 G S 1 

測光情報をファイン 
ダー中央で確認でさ 
る 

夕1 

フアインター内表で^ 
なし 

被写体とのビン h の 
ずれ董および絞りに 
よる深度の幅を表示 

1旧 U 〇〇： S6 巧ご1 

被写体のピン K のず 
れを表示 

作画に専念でさまず 

P 

"〇"(クリーンポジシ 
ヨン）のドライブモー 
ド切り曾え 

"S"(1 コマ撮影） 

"C" (連続撮影） 

/ 


3 

"〇"(グリーンポジシ 
ヨン）のフアインダー 
内表示がり替え 

測距重視表示 
(フスーカススケー 
ル表示） 

測距重視表示 
(深度スケール表示） 

1 !が] — S6 t 巧 G 1 


/ 

1 W3 。〇= SS 1 

被写かのビン S のず 
れを表示 

被写体とピン K のず 
れまおよび絞りじよ 
る深度の幅を表示 
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4 

盛出チェックボタン、 

シャ ッ ターボタン半押 
し時の謡出チェック磯 
有 g 

露出チェック表示 

强出モード " Av " 
" Tv " " P " のとき、 
ボタンを巧しでし、る 
間その時の强出が固 
定されまず。（ス hn 
ボ充電完了持を除く） 
♦八インスイツチに 
よる運続 A 巨ロック 
時は、連統 A E ロッ 
クが巧先しまず。 



巳 

を重竊出設定方式の切 
り曾え 

多重露出回数をたッ 
卜しで、を重露出 

意図した多重露出回 
数を正確に巧ラこと 
がでさる 

ドライブモード切 
替えダイヤルを"®" 

じ t ツトずるだけで、 
状況に応じで必要な 
回数のを重露出を行 
ラことがでさる 

を 2 

/ 


日 

A • B • C 撮影 
順序の 
切り曾え 

撮影順序が 

スタンダード 

丄 

オー八一 
丄 

アンダー 

攝影順序が 

オーバー 

1 

スタンダード 

! 

アンダー 

/ 

/ 
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7 

絞り込みボタン操作方 
法の切り曾え 

絞 0 込みボタンを押 
している間絞り込み 

絞り込みボタンを 1 
度押ずと絞 0 込み、 

ちラ 1 度押ずと開放 
じなる 


/ 

8 

フイルム巻戻し時のフ 
イルム残り 

フイルムをパトロー 
ネ内じずベて巻さ込 

む Pi 

し 

フイルムの先端をパ 

S □—ネの外に残ず 

NpOQoaa ||_ J 



9 

フイルム終了時の巻戻 
し 

巻戻しレバーを躁作 
ずる 

自動巻戻し 


/ 

CLE 

カスタム概能のオール 

リゎッ S 

カスタム機能 (1-9) の内容をずべで標準設定"日"じする 
♦この状態で詔出切り曾えレバーを "CF" しソ外にずると 

それまでじ t ットしたカスタム機能の内容がずベで標準設定"日" 

の状顧になりまずのでを意しでください。 
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: w 測光重視表示"では、シャッタースピードと絞り 
を中央部に表示しまず。この表示では、デジタル • 
フォーカス-インジケーターは表示されません。 

みマニュアル盛出 " M " じしたとさ、たッ K した盛’ 
出に巧し適正露出値からのずれ童を最大 ±2 EV ま 
での範囲で1/2ステップごとに表示しまず。 

表示の例 

詔出オーバー巧 EV しソ上の場合）： ▲ M M 

强出才ーバー （ IEV の場合） ： ▲ > I 

適正 ^ 

露出アンダー （1.5 EV の場合）： い ！▼ 

譯出アンダー巧 EV しソ上の場合）：• い I ▼ 


い,？ 

CF 


2 :この機能(こたットずると、ドライブモード切り替え 
ダイヤルを W 岛"にたッ S ずるだけで、多重露出撮 
影がでさるよラになりまず。状況に応じで必要な回 
数だけを重露出が巧えまず。表示パネルに"田"が 
点滅表示されまず。 

ドライブモード切り替えダイヤルを、"から他の 
モードに変えると、フィルムが送られ、多重諮出が 
終了しまず。 

みこの機能を選択しでいるときは、多重淺出橫影が 
終了したら、必ずダイヤルを w ®" から戻ずことを 
忘れないでください。 













カス タム機能のセツトのかた 



1露出モード切0碧えレバーを、 " CF " じ tz ッ K します。 

•表示パネルに " CF " ザ表示され、カスタム微能 tz ット 
状態になります。 


2 


"ダウンボタン"を押しで、 tz ットする機能の番号を 
選び、表示させます。 

"ダウンボタン"を押すごとに、機能の番号が 
I - ートー>……一目-一 CLE — >1-(しソ下繰返し） 


と変わりまず。 



"アップボタン"を押しで、内容の番号を選巧します。 

-"アップボタン"を押すごとに、数字が変わりますので、 
tz ットする蓄号にしでください。 


M 詔出モード切り碧えレバーを撮影モードの位置 (" CF " 
4しソ外）じ戻します。 

•表示パネルザ、通常の表示に戻り " CF " は;'肖えます。 
• tz ットした機能をすべて觸请ずるときは、上記？、で " C LE " 
を表示させた後、露出モード切り曾えレバーを撮影モード 
の位置 （" CF " しソ外）じ戻しでください。 
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グリーンポジシヨンの上手な使し け、た 


ミ-ミ 


5- / 

CF 


CF 


例1 


/イ 

CF 

例2 


"〇。（グリーンポジション）の、ファインダー内表示とド 
ライプモードの変要は単独に切り曾えでさるため、次のよ 
ラな便利な使いかたがでさまず。 

例1 : CF 1 - 1と CF 3 - 1にたットしたとさ…… 
フォーカススケール表示で、 " S "、" C " の切り誓えを行い 
たいとさじたッ S しまず。"〇"(グリーンポジション）じ 
ずると深度スケール表示に切0誓ね0まず。 

例2 : CF 1 -2 と CF 3-1 じたットしたとさ…… 
ドライフモード切り曾え夕’イヤルを " S " にしで、絞り/ 
シャッタースピードを重点的に確認しながら撮影中、" 〇 " 
(グリーンポジション）にたッ S ずるとデジタル-フォー 
カス-インジケーターが深度スケール表示じなり、深度を 
確認ずることがでさまず。 
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3 - /I 


1-3 


3-0 

CF 


CF 


CF 


例3 


例 3 : CF 1 —3と CF 3 — D じたッ S したとさ…… 
ファインダー内表示を消し作画に専念しでいるとさ、邏出 
およびデジタル-フォーカス-インジケーターを確認した 
いとさは"〇"(グリーンポジション）じずると簡単にフォ 
ーカススケールと强出値を確認ずることがでさまず。 


















そのが 


日巧け • 時刻の写し込み 


年.ち.曰 曰.月•年 

巨弓’ 5ぶ〕" - [ぶ5 '551 



曰•時•分 写しをみなし 月•曰•年 


MODE cQp 
SEI_ECT C^Qp 
5 口 

裏ぶたに内蔵されたオートデート機構（データバック）に 
より、撮影の記録としてフイルムのコマ間隔部分に曰巧け 
や時刻を自動的に写し込むことザでさます。 

①モードボタンを押すごとに年•月.日一日•時•分一" 
••’‘（写し込みなし）一月•曰-年一日•月•年の順(こ表 
示が変わりますので、写し込みたい表示に合わせます。 

質 シャッ タ-ボタンを押して撮影すると、表示夕きち上の" 一 n 
マークが点減して、表示が写し込まれたことを示します。 
み)曰巧け-時刻は撮影画面内には写し込まれません。 

I み曰巧け表示の上に出る " M " 表示は、月 （ Month ) を 
示すマークで、写し込みはされません。 
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!§) 連続报影 （ C ) で、フィルム感度が ISO 目4レソ下のとさじ 
データバックを"写し込み"の状態じして撮影ずると、巻 
上げ速度が遅くな0まず。速くしたいとさには"写し込み 

なし" （ - ) じしてください。 

{§) フィルムの画面と画面の間に、曰付けなどデータの写し 
込みを行った場合、現像処理作業の段階でホルダー収納の 
ためフィルムを裁断ずる際、データ写し込み部が切断され 
たり、また極端に森出アンダーのとさや夜景撮影などで画 
面の境界が判別でさない場合、画面間のデータを画面内の 
画像と誤って判断し、撮影画面が切断されてしまラことが 
ありまずので、何卒ご容赦願いまず。 

なお、このよラなことを避けるとめじは、現像処理を依頼 
ずるとさ、フイルムを切断しないよラ長巻さの指示をして 
ください。 


〈曰付け-時刻の修正> 

©デートモードボタンを押して修正ずる表示を出しまず。 
©デート t レクトボタンを押して修正ずる数字を点滅させ 
まず。 

©デートかソトボタンを押して正しい数字になおしまず。(時 
刻合わせで：が点。風している場合は砂合わせでず。時報に合 
わせて t ッ h ボタンを押ずと正確な時刻合わせがでさまず。） 
留)修正ボ終わつたら数字の点滅ボ消えるまで t レクトボタ 
72ンを押してください。 



〈データバック用電池の交換> 

データバック用電池は、長寿命のリチウム電池 （ CR 2 日巧） 
を採用しているため約3〜4年間は交換不要でず。電池が 
消耗してくると曰巧けや時刻の写し込みがラずくなった0、 
液晶表示ザ正常な表示をしなくな0まず。このとさは図の 
よラじして電池を交換してください。 

(を デー h 用電池を交換したときは、必ず曰付けと時刻を合 
わせなおしてくださし、。 

デ ー h 用電池 （ CR 2 日巧）は、特に幼巧の手の届かな 
いところに保管してください。方一電池を飲み込んだ 
場をは、直ちに医師と相談してください。 








了イピ ースシッター 



tz ルフタイマーやケーブルスイッチ L を利用しでのオー S 
撮影 （Av、Tv、 尸の各モード）では、ファインダー接眼 
部から目を離しまずので、接眼部から入る光が測光に影響 
をおよぼずことがありまず。このよラな撮影では、アイピ 
ース シャッ ターを利用しで接眼部をしや閉しでください。 
アイピース シャッ ターレ パーを 上にずるとしや閉されまず。 


ケーブ M / スイッチソケット 



ケーブルスイッチ L やオー S ベローズを接続ずる接点で、 
これらアク tz サリーからの電気信号を伝え、シャッターを 
作動させます。' 

«ケーブルスイッチソケットじは、市販されでいる一般の 
メカ方式ケーブルレリーズは取り巧けないでください。 
故障の原因になりまず。 
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外部電源ソケット 



別売りの外部電源（パワーパック P —日）を取り付けるた 
めのソケッ K です。 

パワーパック P —日の電源プラグをここ I こ差し込んで使用 
します。 

狼 P - 日をご使用のときは、必ず「別売アクわサリー"パ 
ワーパック P - 日"」の項 （ P 贈をご进ください。 
，パワーパック P — 日しソ外は使巧しないでください。故障 
の原因じなります。 
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裏ぶたの取りはずし 



力 X ラの敗ぶたは、着脱ピンを押し下げで取外すことザで 
さます。 






































シッ タースピードと綾り値の表示につし ) 


シャッタースピードおよび絞り値は次のよラに表示されま 
ず。 

◎シャッタースピードの表示は "4 日日日" （1/4 日日日秒）から 
" I r り目秒)まで表示されまず。カメラの盈出モードが" Av "、 
" P " のときは絞りに応じた値を 1/2 段階ごとに、" TvV ‘ M " 
のときは t ットした値を表示しまず。 

" x " じ tz ッ h したとさはシャッタースピードは" I 巧"が 
表示されまず。 

"已"じたッ h したとさはシャッタースピードは " bulb " 
と表示されまず。 

◎絞り値は、使用レンズの絞り範囲内で I /2段階ごとじ値が 
表示されまず。ただし、 1/2 段のさらに間で作動ずるとさは 
近い表示値で示されまず。たとえば絞り値が F 3. 3のときは 
つ.日"と表示されまず。 


くシャッタースピード、絞り値表示〉 


シャッタースピード 絞り値 


Av または P Tv または M 全モード 


4日□日 
2000 
I □日日 
500 
巧日 
I 巧 
60 
30 
I 日 
8 
4 


I 日’ 


P 0 OO 
140 D 
700 
3日日 
I 日日 
90 
45 
20 
10 
6 


日‘7 
1'4 
2"8 
日’目 


11 ’ 


4日日日 
卽邮 
1000 
即日 
巧日 
に日 
60 
30 
15 
0 
4 


3 P 

巧 

16 

11 

日.日 
日.6 
4.0 
P.0 
P.0 
1.4 


巧 

19 

13 

9.5 

巳.日 

4.5 

3.5 
2.4 


• 表示の中間で制御されるとさはおい表示値で示しまず。 







被写界深度につい 



レンズの一般的性質として、ある被写体にピントをちわせた 
とき、被写体自身が鮮明に写るだけでなく、その前後にも 
鮮明に写る範囲がありまず。この範囲を被写巧深度といい 
まず。同じレンズでの被写巧漂度はなのよラに変化しまず。 
①絞りを絞り込むほど被写界深度が深く、開放にずるほど 
浅くなりまず。 

©被写体の距離が遠いほど被写巧深度が深く、近いほど漢 
くなりまず。 

◎ピントをちわせた被写体の後方じ深く、前方に漢くなり 
まず。また異なるレンズでは、焦点距離の短いレンズほど 
深く、焦点距離の長いレンズほど漢くなりまず。 

76被写巧深度の具体的な範囲は、個々のレンズの被写巧深度 



目盛で確認ずることがでさまず。例えば5日 mmFL 4 標準レ 
ンズで2 m の距離にピントを含わせ、絞りを F 1日に tz ット 
した場含は、被写巧深度目盛1目じが応ずる距離、ずなわち 
約 1.4 m から約5 m までピントが含ラことになりまず。 

く絞り逆みボタン> 

ファインダーは常に絞り開放の状態になつでいまずザ、こ 
のボタンを巧ずと tz ットした絞り値まで絞り込まれ（ファ 
インダー内は絞り値に応じで暗くなりまず)、そのが態の被 
写巧課度や背景のぼけ具含を見ることがでさまず。 
m 絞り込みボタンを押したまま露出の確認や撮影をしでも、 
適正諮出は得られません。 

♦露出モードが " Tv "、" P " のとさ絞り込み作動はでさま 
せん。 










































赤外線フイルム撮影について 



①巧出について 

この力 x ラの謹出計は、赤外線フィルムについでは測定で 
さません。 

フィルムの説明雷に従って茲出値を決定してください。 

©赤外線補正マーク 

赤外線フィルム（赤フィルター使用）を使用して赤外線撮 
影ずる場合は、一般撮影のとさとピン K が少しずれまずの 
でそのずれ量だけ補正が必要じなりまず。レンズにはその 
ための赤外線捕正マークが表示されていまず。まず、フィ 
ルターなしでピン S 合わせしたあと、フィルターを取巧け、 
そのとさの距離目盛りを捕正マークの位置までずらして撮 
影しまず。 

♦:カラ--赤外フイルムを使用ずるときは、フイルムの説明 
害に従って撮影してください。 
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カゾラ使用上のを意 


參レンズやファインダー接眼部などじゴミ-ホコリがある 
場含は、プロワーで吹さ飛ばすか、柔らかいレンズ刷毛で 
堅くキムい、指紋などがついた場合はむやみに巧かず、市販 
のレンズ紙などで軽く巧いでください。またミラー面のゴ 
ミやホコリは、レンズ刷毛で軽く払ラ程度じしでくださし、。 
ザ本体のミちれを落とずとさは、柔らかい布などでおいでく 
ださい。ベンジンやシンナーなどの溶别の使用は絶巧に使 
用しないでください。 

ザ海岸*山岳やほこ0の多い所などでの撮影後は 、力乂ラ 
をよく清掃しでください。潮風は腐食の原因となり、砂ぼ 
こりなどは内部の精密な機構に悪影響を巧ぼします。 

♦:署い塌巧（夏の海辺、直射曰光下の車内など）じ長時間 
置いでおくと、フイルムや電;'也の性能をお下させ、カメラ 
にも悪影醬を及ぼしまずので放置しないでください。 

«寒いところから急に暖かい室内に持ち込むと、レンズや 
ファインダーがくもることがあります。しばらくするとくち 
りは/背えますが、内部に水滴が生じると腐食の原因にもな 
りますので、でさるだけ急激な温度変化は避けでください。 
♦:海外旅行や結婚式など大切な遗影のとさは、前ちって作 
動の確認、テスト报影ををしてから使用してくだ立い。ま 
た予備の電池を携行ずることをおずずめしまず。 

♦力;<ラは请密機器ですので、落としたり、大きなシヨッ 
クを与えたりしないでくださし、。 
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シャッター幕について 

シャッター幕は非常(こ薄い材質でできでいまず。絶巧 
じ指で突いたり軸れたり拭いたりしないでください。 
フイルム交換の際はフイルム先端ザシャッター窝に軸 
れないよラご注意ください。また、プロワーで吹く際 
は強く吹かないでください。強く吹くと変おや破損の 
恐れがありまず。ボンべタイプのブロワーは絶巧に使 
ねないでくださし、。 

マイクロコンピューターの保護回路について 

この力:>< ラは外部の強力な静電気に対しで内部のマイ 
クロコンピューターを保護ずるためのま全回路を内蔵 
しでいまず。この安を回路の働さじより極めでまれに 
力;<ラが作動しなくなることがありまず。このよラな 
場合は、:>< インスイッチを OFR こし、一旦電池を取出 
して、ちラー度入れ直しでからご使巧ください。 

くカメラの保管について> 

み力;<ラは、湿気やほこりのある場所や防虫别のあるタン 
ス、実験室のよラに薬品を扱ラところを避け、風通しの良 
い巧に保管してください。 

長期間力:><ラを使わないときは、電池を取り出しでおき 
ましよラ。液漏れによる損なを防ぎます。 


別売りアクセサリ ~ 



ガイドナンパー3目（侶 CM 日日- 3日 mm レンズ画角カバー時） 
の、クリップオンタイプの TTL 自動調光方すパワーズー厶 
オートストロボです。 

ストロボオートたット機能を備えていますので、コンタッ 
クス R X と組み含ねせると、な巧の TT L 才ートス h ロボの 
磯能に加えでがでの四つの機能をもった使いやすいスト □ 
ボです。 


〈 CONTAXTLA 3 即ストロボ〉 



-これらの機能は、カメラ上部のアクたサリーシューに直 
接ストロボを取り付けた場合にお使いいただけます。 
TLA 延長コードや TLA 増灯システ厶を利巧しで、カメラ 
のアクたサリーシューから離しで使用する時は、ストロボ 
には自動たットされません。 

•ストロポオートたット微能を備えた当社 TLA ストロボは 
ス S ロボの取り付け脚の接点が日箇所になっています。 
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才 一 Kt ッ K 機能 


機能 

ストロボ驗モ- ド 

フイルム感度の 
自動 1Z ッ h 

絞 0 値の 
自動 tz ッ h 

TTL 才ート 

〇 

〇 

外部測光オー K 

〇 

X 

7 ニユアル 

〇 

〇 

マルチ発光 

〇 

〇 


〇;力^ラ側のたットじよりスト□ボ I こも自動たットし 
まず。（ス K □ボ充霉完了時） 

X :スト□ボには自動たットされません。 


2 ス h ロボの光置の補正 

" TTL オー h スト□ボ撮影"モードで行いまず。 

イ也のモードでは、補正ずることがでさません。 

-補正は、一 3 EV 〜 +1 EV の範囲で1/3ステップごとに行 
えまず。 

.ス K ロボの補正は、力^ラの經出補正の値を碁華じしで 
発光墨を補正しまず。たとえば、力/ラの 强出 補正を"+ 
1"、ストロボ側の補正を"+ 1" とずると、スト□ボの発 
光董は、+? ( EV ) になります。 



①スト□ボの " SEL " ボタンを押しまず。 

-スト□ボの表示パネルに補正目盛りが表示され、 W +./—" 
マークザ爲滅しまず。 

©スト□ボのアップ/ダウンボタンを巧して補 
正目盛りを希望ずる値にしまず。 

©再度、 " SEL " ボタンを押しまず。 

マークが点灯表示になり、補正のたットザ完了で 
ず。 

-ス K □ボ表示パネルの補正目盛りは、ス K □ボ側の補正 
fi を表示しまず。 

•スト□ボ側の補正星が"日"（補正しない）ときは、目秒 
後に補正目盛りは消灯しまず。 




































3 w 才ート OFF "、 "才ート ON " 槪能 

スト□ボの電源スイッチを"オート OFF " に tz ッ S したと 
さ、ストロボの電源が約邮秒で自動的に OFF じなりまず。 
また力ラのシャッターボタンを半押しずることで"オー 
SON " じなり、ス h ロボの巧電が開始されまず。 
長時間のス S □ボ撮影時、省電効栗がありまず。 

4シューストッパー 

TLA 3 加の"取り付け脚"じは、ス S ロボが不用意に力乂 
ラからはずれないよラにシューストッパー(抜け防止機構） 
ザついていまず。 

力乂ラへの取り付け、取り外しの隙は必ず"取り付け脚" 
の指標(こシュー□ックリングの指標をちわせてから行って 
ください。 



※上記のほかにもをくの特徴を持ったスト□ボでずので、 
TLA 3 日日の取扱説明害を併せてご覧になり、多彩なス S 
ロボ撮影をお楽しみください。 
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O のーパ、ジク P - Q 〉 


バッテリーケース 



(ストラップが) 


1.己 V 単3お電地4本、または l .? V 単3おニッカド電池4 
本を使用する外部電源です。寒冷地など、気温の低い場所 
で、寒さの影巧による電池の性能低下を防ぐために、カゾ 
ラの外卽で電源を保温しながら撮影するためじ利用します。 
◎使いかた 

①バッテリーケースじ、表示に従って単3お里池4本を入 
れ、パワーパック本体に取り付けます。 

. パワーパック本体の切り欠さとバッテリーケースが一致 
する向去でケースを取0付けてください。向去が違ラと取 
り巧けられません。 

©パワーパックをジヤケットじ入れます。 
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◎パワーパックのコード先端のブラグを、 力义 ラ本体の外 
部電源ソケッ S I こ差し込みます。電源の供給は、カゾフ本 
体の電池からパワーパック尸一日の電旭に切り曽わります。 
»撮影の隙に、パワーパックを防寒具の内側などじ入れる 
と、より保温の効果を高めることがでさます。 

み電池を交換するとさは、種類の違ラものやちいものを混 
ぜたりしないで、4本とも同じ種類の新品電池を同時に交 
換してくださし、。 

パワーパックを長期間使用しないとさは、電池の漏液を 
防ぐため、バッテリーケースから電池を取りはずしておい 
てください。 

巧接続コードの取りはずしは、コードを引っばらずにプラ 
グ部を持って巧ってください。 

構成：パワーパック本が、バッテリーケース、 

ジャケット（ス S ラップ付舌） 

コードの長さ：1.己 m 


使用 バクテ IJ 一と巧影本数 

巧4が撮り、新品電池使用、当社 撮影 基準による) 


バッテリー種類 

尚：曰 

巧 /HU 

1.己 V 単3おアルカリ乾霉池4本 

約1邮本 

1 .? V 単3おニッカド電池4本 

木約1邮本 


木ニツカド電池はつル巧電しで使巧したこき n 









ぐフブーカシンクスクソーン FW 夕 Y ス 



RX 用のフォーカシングスクリーンは、 FW —！〜日の日 
種類が用意されており、撮影目的や用途に応じて交蝶ずる 
ことザでさまず。 

フォーカシングスクリーンじはスポッ h 測光範囲を示ず中 
巧部の夕日 mm の円 ( FW - し FW - 引まマイク□ブリズム部 
外側）が示してありまず。 

、♦:フォーカシングスクリーンは高精度に仕上げられており 
まずので、絶巧に手で輔れないでください。 


FW- 1 (か平スプリ'シトマイクロプリズム式）……標 
準装備品。一般撮影に適しでいまず。中央のスプリット部、 
その外周のマイク□プリズム部、周辺のマッ h 部の3つの 
部分でピン K を合わせることがでさまず。 

FW-P (コンビネーションマイクロ式）-…"一般撮影に 
適していまず。中央部と外周部に角度の異なるマイク□ブ 
リズムを組み含わせたスクリーンでず。中央部は明るいレ 
ンズを使用したとさに精度よくピント含ねせができまず。 
外周部のマイク□プリズムは暗いレンズを便ったときでも 
かげりじくい為、効率よくピントを含ねせることがでさまず。 
FW-3 (全面マット式）……を面をマットがじしとスク 
リーンでず。長焦点レンズなど、比較的暗いレンズを便巧 
ずるとさや、接写などでマイク□ブリズム部あるいはスプ 
リット部ではピン h が含わせ(こくい場含に適しでいまず。 
FW-4 (方眼マッ h 式）……全面マット式に日 mm 間隔 
の方眼を入れたスクリーンでず。特にオー K ベ□-ズや戶 
C ディスタゴンを使用してのアオリ撮影、あるいは複写な 
ど厳密に構図を;关定ずるときじ適しでいまず。 

FW-5 (クロススケール式）……頸微鏡撮影や高倍率接 
写の時に使用ずるスクリーンでず。中央が明るい透過式に 
なっており、眼をわずかに左右に振っでち十す滅じ巧して 
像がずれないよラにピン K を調藝しまず。また周辺のマッ 
K 面でちピン h 含わせが可能でず。目盛り線 （ 1 mm 間隔） 
を利用して撮影倍率や懷の大ささを知ることがでさまず。 




























くフオーカシングスクリーンの交換のしかた〉 

※各スク I 」ーンじは、交換用のピンセットザ巧属しでいま 
ず。必ず付属のピンセツ S をご使巧くどさい。 


• スク1」ーンの交換は、フオーカシングスク1」ーン FW 夕 
イプ取扱説明書に記載のちまと異なります。次のよう 
にして交換してくだごい。 


1、スクリーンのおりはずし 

まず、レンズをおりはずしでからカメラのスクリーン交換 
つめを指の先などで軽く巧しまず。① 

スクリーンザ枠ごと下がりまずから、静かにおろしでくだ 
さい。スクリーンの突起部をスクリーンじ巧属のピンセツ 
K ではさんで取0出しまず。© 

取り出したスクリーンは、ケースの溝に立ででおくと;'ちれ 
や傷をつける也、記がありません。這） 
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2、スクリーンの取り付け 

取り付けるスクリーンの突起部をピンたットではさみ下が 
っでいる枠内に入れまず。次に枠の突起部（交換つめ）を 
ピンたッ h でカチッと止まるところまで静かに押し上げで 
ください。@ 

韶褚(こ指で輕く押し、禮夷に入っているか禮認しでくださ 
い0 

これで取り付けは終了でず。 


#フスーカシンク‘スクリーンの交換は必ず専巧のピンたッ 
卜を使巧し、ミラー面、およびスクリーンじ傷や指紋をつ 
けないよラにま屬しでください。 

■ m スク U —ンにごみがついたとさは、フロワーで吹さ飛ば 
ずか、柔らかいレンズ刷毛で韓くキムってください。 
♦取り付けかたが不完全でずと撮影中にスクリーンがはず 
れで破損したり、レンズの着脱ができなくなることがあり 
まず。このとさは、專門的な処置を必要としまずので嵌寄 
りのサービスステーションにお持ちください。 

使わないスクリーンは、スクリーンケース内の図解に従 
つで収納しでおいでください。 
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〈フレックスケース c - か 



ケース先端を伸縮させることじより、 RX じカールツアイ 
ス T * レンズの焦点距離13日 mm しソ下の単焦点レンズ、およ 
びバリオゾナー4日〜 8[] mm 、3 日〜 7[] mm 、2 日〜 85 mm のズー 
ムレンズを装着したまま収納でさます。 

♦ C -4 は、上下じかし余裕がでさますが 、 CONTAX 
ST 、 1目 7 MT にも使用でさます。 
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主な仕様 


型な 


画面サイズ 
レンブマウント 
シャッター型式 
シャツタースピード 


シンク□接点 


セルフタイマー 
シヤツ ターレ リーブ 


巧出制御 


測光方式 

測光連動範囲 
(IS01 加、 F1.4) 


: 3日 mm フォーカルプレン式 AE - I 長 
レフカメラ 

:己 4 x 36 mm 

:コンタックス/ヤシカ MM マウン h 
:縦走行フォーカルプレンシャッター 
: Av 、 戶……1目秒〜1/4邮日秒 
Tv 設定……4秒〜1/4邮日秒 
マニュアル…曰 、X (1/1? 日秒)、 

4秒〜1/4日邮秒 
: X 接点 （1/1? 日秒拟下で同調） 
ダイレクト接点、およびシンク □ 
ターミナル付 
:電子式、作動時間1日が 
:電子レリーズ方す、専用ケープル 
スイッチソケッ h 付 
:① 絞り粒先才ート ◎シャッ ター 
便巧才ート@プログラ厶オート 
@マニュアル 經出 ® TTL オート 
ストロボ ©マニュアル ストロボ 
: TTL 中巧重点平均/スポッ h 測光 
切り曾えす 

:中央重点平均測光… EV 1〜?日 
スポット測光 . EV 日〜？日 


フイルム感度連動範囲 

: DX コードじよる自動設定時 

. ISQ 巧〜加日日 

マニュアル設定時 

. ISO 目〜64加 

AE □ック 
强出補正 

:像面光置記憶方式 
:+ 2 EV ^ — 2 EV (1/3 ステップ 
で設定可能） 

A •曰- C 機構 

: A . 曰. C レバーの設定じよる 


露出補正幅 ±日.日 EV /±1 EV 

ス h □ボ調光連動方ぶ： TTL ダイレクト•調光方す 
ス h □ボ同調 ：専用ス S □ボの充電完了じより 


スト□ボオートセツ K 機能 

シャッタースピード自動切り替え 
:ストロボオート tz ット機能付き当 
社ス S ロボと組み含ねせることに 
より可能 

後萬シンク □ 

:後醫シンクロ機能のある当社スト □ 

フオーカスインジケーター: 

ボと絹み含わせることじより可能 
: TTL 位相差検出方す 
測距検出範囲 OsolOO ) : EV ?〜己日 
ファインダー内デジタル-フォー 
カス*インジケーターじより表の 

ファインダー 

:ペンタプリズ厶使用のアイレベル型 
(□ングアイポイント式） 

-視野率……9日％ 
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視度補正 

フイーカシンクスクリーン 

フアインター巧表77^ 


表示パネル 


フイルム装塡 


フイルム巻上げ 
フイルム巻戻し 


•倍率 . 日.日倍 

(加 mm 標準レンズ無限遠、 

視度一1□のとさ） 

:視度補正.機構内廚、 

補正範囲十 1 D 〜一 3 D 
:水平スプリッ h / マイクロプリズ 
ム式 （ FW -1) を標準装備 
スクリーン巧換可能 （ FW タイス 
:デジタルフスーカスインジケーター、 
シトッタースピード、絞り値、盛 
出マーク 、 A • 已 * C 表示、盛出 
補正表示、測光マーク、フイルム 
カウンター、ス h ロボマーク 
:フイルムカウンター/フイルム感度/ 
たルフタイマー残り時間/バルブ経 
過時間、多重露出表示、カスタム 
糖能表示、バッテリー 裝告 マーク 
:オー h ローディングぶ 
フイルムカウンター " or までの 
空をり機構付さ 

:内蔵モーターによる自動巻上げ 
:内蔵モーターじよる自動巻戻し 
巻戻し終了後は自動停止、途中卷 
戻し可能 


ドライブモード 
巻上げ速度 


フイルムカウンター 


アク t サリーシュー 


カスタム糖能 


:1コマ、連臨、たルフタイマー、 
多重露出 

:連続攝影 （" c " モード）で最高 
3コマ/秒 

(新品電池使用、常温、当な撮最 
基準じよる） 

:表示パネル、ファインダー内とち 
自動復元順算式 

:ダイレク hX 接点 ( TLA ス h □ボ 
連動接点付） 

:•ファインダー内表示の選が（測 
距重視表示/測光重視表示/表示 
なし)、♦クリーンポジションのモー 
ド設定、 • AE ロックの方法選択 
(シトッターボタン半押しまたは 
露出チェックボタンで AE □ック 
ずる)、*多重經出方式の選が（ノー 
マル/連続 )、 •A •曰-巳撮影順 
序の選が（スタンダー h _> オーバー 
ー アンダー/オーバ —- >スタンダー 
h ■-アンダー）、•絞り化みボタン 
の作動（押しでいる時のみ絞り込 
み/プッシュ ON * プッシュ OFF 
方式）、•フィルム巻戻し時のフィ 



裏ぶた 

ルム残りの選択（フィルムをすべ 
で巻さ込む/先端をパ K □ーネの 
外に残す）、をフィルム巻戻し方式 
の選が（フィルム終了時巻戻しレ 
バーを操作すると巻戻す/フィル 
ム終了時自動巻戻し） 

:裏ぶた開放レバーじよる開放す、 
着脱可能 

データバック.フィルム確認窓付 

データ バック 

:クオーツ時計内蔵（才ートカレン 
ダー） 

フィルムコマ間記録す 

電源 

写し込み内容……年月曰、曰時分、 
写し込みなし、月曰年、曰月年 
:日 V リチウム電池巧 CR 日）1個使用 
裏ぶたじデータノ くック用リチウム 
電池 ( CR ? 日?日）1個使用 

バッテリーチェック 

:自動チてックす表示パネルに表 
示 

フイルム巧お本数 

: 24枚攝りフィルム約に□本 

(新品リチウム電池2じ円5使用、常 
温、当社撮影基準による） 

その他 

:絞り込みボタン、外部電源ソケッ 
K 巧ち 


寸法 


:1 日!(幅) XI04 .日盾さ) X 日 9 蝶巧き) 
mm 

:日1□呂懼池別） 


重量 

巧仕様.外観の■-部を予告なく変更ずることがあ0まずのでご了承 
<どホい。 


本製品の機能をフルに活用しでいただくためにち、交換レ 
ンプ、およびアクセサリー類は当社製品のご使用をおずず 
めしまず。コンタックス用としで市販されでいる他社製品 
を使用しで生じた事故や故障についでは、当社では黃任を 
賃いかねる場合がありまず。 
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アイピースシャッターレバー 
巧出モードロック解除ボタン 
シンクロター S ナル 
フィルム確詔お 
裏ぶた開放レバー 
巧ぶたロック解除ボタン 

外部電源ソケッ K 
バッテリー室カバー固定ねじ 
デ ー K 用電池ぶた 



シャッター巧 
フイルム固定軸 
□ X 接点 
フイルム室 
データバック用接点 
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る部の名祿 

—— ファインダー接眼部 
—— アイカップ 

—— 巻戻しレバー/巻戻しロック解除ボタン 

- ケープルスイッチソケッ S 

—— デートモードがり曾えボタン 
—— デー K 表示惡 
—— デート 1 Z レクトボタン 
デート t ツトボタン 


— バッテリー室/バッテリー室カバー 
一三脚ねじ巧 



スフロケッ K 
スプール 


一 裏ぶた 

一襄ぶた着脱ピン 















































































